
曲治会議人爾…自治会

地
域
の
話
題

自
治
会
紹
介
シ
リ
ー
ズ

『
自
治
会
法
人

西

一
自
治

会
』

自
治
会
法
人
西

一
自
治
会
は
、
全
世
帯
が
大

野
台
小
学
校
区
で
世
帯
数
は

７４７
世
帯
で
す
。

こ
の
地
域
の
住
宅
街
に
入
る
と
生
活
道
路
は

比
較
的
狭
く
、
閑
静
な
住
宅
街
の
雰
囲
気
を
感

じ
さ
せ
ま
す
。

冬
将
軍
到
来
の
気
配
を
感
じ
る
中
、
西

一
自

治
会
館
で
、
川
島
光
子
会
長
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。
会
長
は
副
会
長
時
代
を
含
め
る
と

‐１
年

目
に
な
る
そ
う
で
す
。

「
ど
ん
ぐ
り
公
園
」
で
の
納
涼
祭
な
ど
の
ほ

か
に
、
ス
ポ
ー
ツ
行
事
も
盛
ん
で
、
西

一
健
康

ま

つ
り
で
は
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
か
ら
高
齢
者

ま
で
参
加
さ
れ
、
抽
選
で
豪
華
賞
品
が
も
ら
え

ま
す
。
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
大
会
は
自
治
会
８
区
対

抗
戦
に
な

っ
て
お
り
、
大
変
盛
り
上
が
る
そ
う

で
す
。

自
治
会
関
係
団
体

の
子
ど
も
育
成
会
や
絆

会

（
老
人
会
）
な
ど
と
の

　

・
‐

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を

密
に
し
て
い
る
こ
と
が
活

気
あ
る
住
民
活
動
に
繋
が

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

西

一
敬
老
会
は
、

７５
歳

以
上
の
方
に
は
飲
食
や
カ

ラ
オ
ケ
の
他
、
演
芸
を
楽

し
ん
で
頂
い
て
い
ま
す
。

演
芸
は
、
落
語

・
ハ
ワ
イ
ア
ン

・
人
形
浄
瑠

璃
な
ど
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
お
願
い
し
て

い
る
そ
う
で
、
大
変
好
評
の
よ
う
で
す
。

そ
の
中
で
も
ユ
ニ

ー
ク
な
活
動
は
、
青

す

色
パ
ト
ロ
ー
ル
で
し

ま”
た
。
西

一
自
治
会
は

礎

敬言
察
か
ら

「
適
正
に

も
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー

▲

ル
を
実
施
で
き
る
団

体
で
あ
る
証
明
」
を

受
け
、
軽
ワ
ゴ
ン
車
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．
　

●

Ｌ
Ｆ
眸

駐
録．．　
　
　
　
次
回
は
、
「東
大
沼
第

一
自
治
会
」
の
予
定
で
す
。

′
●

‐

▲人形浄瑠璃の公演

に
青
色
灯
を
の
せ
て
、
町
内
を
月
７
回
位
巡
回

し
て
い
ま
す
。

通
常
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
も
月
２
～
３
回
各

区
で
行

っ
て
い
ま
す
。
防
犯
に
対
す
る
意
識
は

高
い
で
す
。

ま
た
、
集
団
資
源
回
収
を
行

っ
て
お
り
、
昨
年

１２
月
に
は
市
か
ら

「
功
労
団
体
感
謝
状
」
を
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
イ
作
り

に
大
変
役
立

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

５
自
治
会
合
同
防
災
訓
練
に
も
熱
心
に
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
、
昨
年
は

畑
名
近
い
人
が
参
加

し
た
そ
う
で
す
。
清
掃
活
動
は

「
ど
ん
ぐ
り
公

園
」
や
遊
歩
道
の
清
掃
を
行

っ
て
い
ま
す
。

遊
歩
道

に
は
綺
麗
な
花
が
植

え
ら
れ
て
い

て
、
気
持
ち
の
良
い
歩
道
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

取
材
を
通
し
て
、
会
長
の
パ
ワ
ー
に
圧
倒
さ

れ
ま
し
た
が
、
ア
ツ
ト
ホ
ー
ム
な
素
晴
ら
し
い

自
治
会
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
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